
特 集  ゆ る ぎ な い 英 語 力 を 育 成 す る た め に

　 特 集  ゆるぎない英語力を育成するために
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新しい USE Read を作るにあたって

 28NCでは，現行版を発展させる形で，リーディ

ングに特化したページ USE Readを作っている。

このページのねらいは，GETのセクションで習得

した基礎・基本の力を活用し，まとまった分量の文

章の読解に取り組み，英語で読む力を育てることで

ある。

　以下，USE Read指導にあたってのポイントの

いくつかを整理しておこう。

1. 予習よりも授業中の活動と復習を重視する

　基本的に，USE Readは予習を前提とした授業

を想定していない。GETで学んだ内容をしっかり

おさえた上で，授業の中で英語での読みのトレーニ

ングをしっかり行う。予習に使える時間やエネル

ギーがあるのであれば，それは，むしろ復習（e.g. 

授業中に意味を確認した英文を何度も読む）の方に

回す方が適切と考えている。

　予習を前提としない，読みに特化した授業を行う

ために，28NCでは，新出単語にはあらかじめ日

本語訳をつけて教科書中に提示している。このこと

により，生徒が単語の意味を調べる作業は必要なく

なり，英文を読んでいる時にも単語の意味を参照す

ることが容易となる。辞書指導などはもちろん必要

ではあるが，別の機会を設けて行い，USE Read

では読むことに集中するというのが方針である。

2. 多様な形で読みのトレーニングを行う

　教科書中に含まれている活動の特徴をよく理解し

た上で，効果的な指導を行うようにしたい。英文の

内容理解のためのメイン活動は In-Readingの部

分であり，3つのステップから成っている。それは，

1st Reading＝内容のおおすじをつかむ（キーワー

ド，概要，大まかな文章構成の把握），2nd Read-

ing＝細かい内容をおさえる（詳細の理解），3rd 

Reading＝内容をふり返る（要約，表による整理

etc.）というステップである。なお，3rd Reading

にそれぞれの英文の読みのゴールになる課題が配置

されている。

　Book 1 の Lesson 9（1年間の日本での思い出

についてのエマによるブログ）を例にとってみると，

1stは 4つのブログ記事とそのキーワードをマッチ

させる課題，2ndは記事の中心的な内容を確認す

る問題，3rdは読み取った内容について自分なりに

英語でまとめる（本文の表現を使いながら retell / 

rewriteする）活動となっている。これらの活動をこ

なしながら，ターゲットとなる英文を何度も読み返

し，徐々に理解を深め，読みのスキルを向上させる。

　内容理解のための In-Readingの活動の他に，

英文の横の部分には Checkという活動がある。

Checkには 3つのタイプがあり，A＝代名詞や言

い換え語句の照応のチェック，B＝ GETで導入・

練習した文法の振り返り（Grammar Hunt），C＝

文章構成への気づきの促進という内容になってい

る。特に Cは 28NCで新たに加えたものであり，

例えば，「文の最初にある『時を表す表現』に下線を

引こう」（Book 2 L2: Peter Rabbit），「この英文

を『調査の概要』『調査結果』『結論』の 3つの部分に

分けよう」（L7: Presentation）などである。

　USE Readは様々なパーツから構成されている

が，それぞれの部分の役割を理解した上で，効果的

な活用を工夫してみたい。

3. テキストタイプに応じた読みの指導を行う

　どのような発問を提示するか，どのような活動を

行うかは，読みの目的やテキストタイプを考え合わ

せて決める必要がある。28NCでは，英文を「説明

文」「意見文」「物語文」の 3つに分類し，それぞれの

タイプに応じた読みの力を鍛える。具体的には，説

明文では「述べられている主要な事実をおさえるこ

と」，意見文では「筆者の言いたいポイント（主張）

とその根拠をきちんと理解すること」，物語文では

「話の流れや登場人物の気持ちを理解すること」が重

要であるため，それに対応した活動を準備している。

紙面構成や活動の配置などについては「指導の標準

化」を図り，授業に安定感を持たせているが，同時に，

テキストタイプに応じて読みを調整することも重要

であるため，発問内容や読みの最終タスクの 3rd 

Readingの課題にはバリエーションを加えている。

Lesson 7
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3rd Reading  内容を整理する
　表の空欄に数字や英語を記入し，3つの方法の特徴を整理しよう。

e-mail letter phone

人数 （　　　） （　　　） （　　　）
特徴 ・easy

・convenient

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
3 Twelve of my classmates like letters the 
best.  What are their reasons?  They feel 
letters are more personal than e-mails.  
Letters are for the best and closest friends.  
Letters may take more time than other 
ways, but they are worth taking it.
4 Why did four of my classmates choose 
phone calls?  In a phone call you can hear the 
voice of the person at the other end of the 
line.  They say this is the best way to 
understand the person‛s feelings.
5 In conclusion, most of my classmates 
prefer e-mails.  Letters and phone calls are 
less popular, but they have good points.  
Each way to keep in touch is as good as the 
others.  

［188 words］
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Why E-mails? 

5

10

15

 〼 personal [pə ː rsənl] 個人的な

 〼 close [klóus] 親しい

 〼 worth [wə ː rθ] （　）

 〼 worth ～ing  ～するだけの価値がある

 〼 choose [tʃúːz] 選ぶ

 〼 call [kɔ ː l] 電話（をすること）

 〼 end [énd] 端

 〼 at the other end  向こう側で

 〼 line [láin] 電話線

 〼 prefer [prifə ː r ] 好む

 〼 point(s) [pɔ int(s)] 点

 〼 each [íːtʃ] それぞれの

 phone call
 [fóun kɔ ː l] 電話をかけること

Words

Check
A 次の語句は何を指していますか。
　they (l.6)，it (l.6)，this (l.10)
B ＜比較級＞＜最上級＞＜as ～ as＞を
含んだ文を抜き出そう。（pp.92-93）

C この英文を「調査の概要」「調査結果」
「結論」の3つの部分に分けよう。

Think

次の場合，自分は何を選ぶか，理由
をつけて書いてみよう。
・ 海外に住む友達に連絡するとき
・友達にあやまるとき
　 I choose （e-mails / letters / 

phone calls） because 　　　 .

説明文

E2703_L7_R_28NC.indd   93 2014/05/09   11:06
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Book 2 Lesson 7　説明文の 3rd Reading

4. 3 年間を見通した段階的な指導を目指す

　USE Readの活用にあたっては，それが含まれ

るレッスンの他ページとの関係を確認するのはもち

ろんだが，3年間を見通した他のレッスンの USE 

Readとの関係を考えることも重要である。例えば

以下のような点を踏まえて段階的な指導を心がけた

い。

　（A）「英文の長さ」：1年の最後では 135語，2年

生で 188語，3年生で 329語となっている。最終

ゴール（例えば，高校入試に対応できるリーディン

グ能力）から逆算して，それぞれの段階でどの程度

の長さの英文を生徒に読ませるのかを意識しながら

指導を行うことが必要である。

　（B）「活動のレベル」：英文のレベルだけでなく，

活動のレベルも，徐々に難易度の高い，生徒が自分

で考えて行うものへステップアップしていくように

USE Read は作成されている。例えば，2nd 

Readingの部分を見てみると，1年生の Lesson 

7では，答えに該当する本文部分に下線を引いたり，

それを□で囲んだりする活動，Lesson 9では空欄

を埋めて解答文を完成させる活動となっている。自

由度を低くした，比較的容易な活動である。2年生

の前半になると，日本語による質問に自由解答形式

で答える活動，2年生の Lesson 5以降は英問に

答える活動という具合に，徐々に解答形式が変化し

ていく。教科書の進行とともにリーディング活動が

レベルアップしていくイメージを持って指導にあた

ることが重要であろう。

　（C）「読みのスキル」：授業の中で鍛える読みのス

キルについて，「予測」「キーワード・チェック」「行

間を読む」「5W1H」「パラグラフ・リーディング」「情

報検索読み」「要約」などの方略を 3年間にわたって

配している。それぞれの英文に適したスキルを特定

し，In-Reading の 3rd Readingにおいてそれに

関する課題を提示している。また，スキルの内容を

Tips for Readingという形で解説し，生徒もそれ

を確認できるようになっている。例えば Book 1 

Lesson 9（Four Seasons）「読む前に，タイトル

や写真などから内容を予測してみよう」，Book 2 

Lesson 5（Uluru）「各段落で一番重要な文な何か

を考えながら読んでみよう」などが例にあたる。3rd 

Readingにある関連活動を行った後に，Tips for 

Readingの内容を確認するという流れにすると効

果的である。

USE Read
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1st Reading  内容のおおすじをつかむ　できごとの順に（　）に番号を書き入れよう。
（a） 禎子さんがリレーの選手になった　（　　）　　（b） 原爆が投下された　　（　　）
（c） 禎子さんの像が建てられた　　　　（　　）　　（d） 禎子さんが入院した　（　　）
2nd Reading  細かい内容をおさえる
　下の質問に答えよう。
（1） What happened on August 6, 1945?
（2） What did Sadako hope to be when she was in elementary school?
（3） What did Sadako’s sickness come from?
（4） What was Sadako’s wish while she was making paper cranes?
（5） After Sadako died, what did her friends do?

●佐々木禎
さだ
子
こ
さんのことを知っていますか。彼女がどんな人生を送ったのかに注意しな

がら読んでみよう。

1 It began with a f lash.  On August 6, 1945, an 

atomic bomb was dropped over Hiroshima.  The 

bomb destroyed the city.  At least 130,000 people 

died by the end of the year.  Two-year-old Sasaki 

Sadako survived.
2 In elementary school, Sadako could run fast.  

She especially liked her PE class.  She wanted to be a 

PE teacher when she grew up.  In the sixth grade, she 

was selected as a member of the relay team for the 

school’s sports day.  It made her very happy. 
3 About a month after the sports day, Sadako 

suddenly became sick.  The doctors thought that her 

sickness came from the bomb.  “It will be difficult 

for her to live for more than one year,” a doctor said 

to Sadako’s parents.

The Story of Sadako
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 〼 begin with ～  ～で始まる

 〼 drop(ped) [drά p(t)] 落とす

 〼 survive(d) [sərváiv(d)] 生き残る

 〼 elementary [eləméntəri] 初級の

 〼 elementary school
 [eləméntəri skú ːl] 小学校

 〼 especially [ispéʃəli] 特に

 〼 grew [ɡrúː]← grow 
 grow（成長する）の過去形

 〼 grow up  成長する

 〼 grade [ɡréid] 学年

 〼 select(ed) [silékt(id)] 選ぶ

 〼 relay [ríːlei] リレー競争

 〼 suddenly [sʌ dnli] 突然

 atomic bomb [ətά mik bά m]
 原子爆弾

 two-year-old [tú ː jí ər  ó uld]
 2歳の

 sickness [síknis] 病気

Words

時を表す語句は，物語のあらすじを追
うのに重要です。それらに注意して，い
つ，何が起こったかをおさえながら読
んでみよう。

Tips for Reading

Check
A 次の語句は何を指していますか。
　the city (l.3)，it (l.10)

E3403_L4_R_28NC.indd   42 2014/04/09   17:50

Book 3 Lesson 4 Tips for Reading 

　28NCは 24NCをベースに，活動の目的や意図

をより明確にし，構成や展開をより使いやすい形に

作り直したものである。基本方針は理解していただ

いた上で，創造的に活用し，「英語で読む力」の育成

に役立てていただければ幸いである。

池 野 　 修  （ 愛 媛 大 学 ）

USE Readを活用した「英語で読む力」
の育て方
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